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　　　　　　　　　　　　1939年9月の天寂　　　　　　　（184）
菊月　少し氣懸りな室模様も，程なく拭ぴ一
　去られて，今年も職時下の豊作を約束され　　　 1939年
　た様に，日壌しに稻の穗先が頭を一ドげて回
る二日にも白くほのか鹸く鱗研Eは，9月の天象
　夜露に鳴く虫の書と共に，仲秋の明月を更■■闇■■■■■■圏■■■■■
　に美的にする．
笹皇界　依然中天に，白い銀河の流れと共に，北から，カシオペヤ，セブエウ
　ス，白烏，琴，狐，鷲，蛇遣ひ，射f・等が懸って店る．然し夜も少し更ける
　と改第に其等の星も西へ傾き，月末にもなれば，アンドロメダ、パガソス，
　魚，フk瓶は東に高く，ペルセウス，羊，三角，三等，秋の星座も昇って來る．
　其れに引きかへて，北斗や牧夫，冠，蜴等は，内天低く若しくは沈んでしま
　つて，秋の色は夜室にも濃い．蚊に偶まされた夏季の槻測から開放されて，
　露が一寸ヒヤリとする秋口は格別に好V・．
　　景氣添への火星と木星が東西に，赤部の互光を放って居る．
太子　“獅子”座の中部より“乙女”座西部に移る．略表にすれば
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　月初めは残暑の回しいのが例である．ぐんぐんと太陽は南へ進んで，下旬途
　に赤道を横切る．この頃にはもう一寸朝．方寒い様な日も來る．漏洲や北海道
　には初霜さへ見る様になる．日一日と秋の色が身に迫って感じられる．
月　“魚”座に始まり，一週して再び魚座に入る．其の間28日は仲秋の明月があ
　る．今の天文學には別段問題になる事ではなV・が，…見フザけた様な“月々
　に月見る月は多けれど，月見る月は此の月の月”と云はれる内にも，何か人
　間としての美的な感に附合し得る特殊なものがある事も否定出來ない．例に
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依って諸相を略示すれば
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満月（鰍名丹）
水星　脳天の星．月初めは可なり．見易いが，以後次第に太陽に近接する．22
　日には途に外合．以後吐出に移るが志望困難．
金星　　5日途に外合する・以後久方振りに夕方の星に移るが，未だPt寸見る
　連は出忍ない．
火星　や㌧遠くなったが，依然観望期間中である・先月24日停留になり目下’
1頂行中だが，ユツクリと“‘A・j’．一f’”座の東部から・“嵯”座へ向って居る．光
　度は一1・8・一一1．Oへと減少するが・未だシリウス位の光であるし，醜商舗も
　20”．1～15”・3へと減少するとは云へ・肉眼的にも望遠鏡的にも，：充分興味0
　中心となり得る．’卜日を過ぎると，更に遠くなる圏．’方・内地ではシ1イング
　も悪化する日が多くなるから・’〉　M中に槻測すべきを親測して置かないと，
　又二年近く待たねばならない．
木星代って“且人”木星が悠々登場・27日には到衝となる・位置は云はナ
と知れ煉天t・・’1’）　・．光焔つ星力：それ！！（鯨幅）鍍は一”2・4～一一一2・5，　Pt
　直樫は4S”・3～46”・5と最大血iF〔に達した・この星の帯は・火星の模様よりも遙
　かに見易く，5Cmの器械で3～4本は見へるのが通例である．
土星夜回・は・あ暖し畷の［ll臨って諌天高く昇って來た・火靴
」飢木星が艘蜥E〒・次は土昂が恥て居る・この所・今夏から秋へ，大
　小を問は蝉湿；漸瀦には豪御ゆi轍ヒットである・光度は＋o．4～＋
　0．3，親直8『．は17”．2一一17”．8，輪の傾きは150鯨り，俗々美しい．
天王星　夜ノド東に昇る．“すばる”の西南5度の邊を，徐々に逆そ了中．
hS星161二二鮪・全く1・1られない・ユ1」ウス日9・「［J・1・H21N｝が2429508．。
　に當る．（7月・8月共にf　20・OHご訂IE）
